平成26年度　第2回常任理事会議事録
開催日時：平成26年10月26日（日）　　　　13:00～17：00　
開催場所：山口県総合保健会館3階　技師会事務所
出席者：山内秀一　伊藤　弘　三輪光良　齋藤康博　堀　健司　大平知之　河村祐介
　　　　小田真一郎　　
　以上、定款第35条・38条の規定により構成員の過半数の出席で常任理事会は成立。会長 山内秀一が議長となり、定款第37に基づく出席者の中より、議事録作成人として齋藤康博常任理事、議事録署名人として小田真一郎、堀　健司を選出した後、次の議案を付議した。
1、 諸規定の変更について
堀常任理事：資料を基に諸規定変更（案）について説明をおこなう。
　　　　　　　　諸規定の選挙に関する箇所を定款に即した形となるように変更した。
変更点として、
1、 理事選挙に関して総会の承認を受ける必要がある。
2、 会長の選任は理事会で行う必要があり総会では選任の必要がない。
上記は総会閉会後に理事会を行う必要があり、理事会により会長・副会長・常任理事を選任する必要がある。
3、 上記の場合、理事会の招集・議長等の選任が難しい。
4、 旧理事の解散宣言も必要ではないか。
5、 選挙の文言がないために役員選任委員に変更した。
6、 役員定数の総会承認が必要である（過半数が必要）。
　　上記の討論をおこない、変更(案)を添付する。
２、H27年度技師会新年会について
　　齋藤常任理事：今年は新年会を行っていないが、来年の新年会はおこなうのか。
　　山内会長：理事会にて理事の意見を聞く。
　　三輪副会長：有志だけで行ってもいいと思う。
　　齋藤常任理事：することになっても会費は自己負担である。
３、医療関係団体新年互礼会について
　　山内会長：来年1月の互礼会の出席をお願いする。毎年、他団体も複数人参加する。
　　　　　　　会長・両副会長は出席して頂きたい。その他2名程度お願いしたい。
　　小田常任理事：参加する。
４、平成27年度総会（下関）について
特別講演の演題について
山内会長：特別講演は既に決まっているようだが、畔元様の講演を希望したい。
　　　　　できたら講演の2本立てにしたい。画像処理に関して講演して頂きたい。
河村常任理事：公開講演を考えると、スタートアップについての話もいいと思う。
山内会長：理事会にて審議する。
総会委任状を会員へ送付する方法について（1回目）
齋藤常任理事：診療放射線技師会総会を行うにあたり委任状の送付・回収方法の件だが、地域理事より委任状の回収に苦労するために葉書により送付・回収をお願いしたいとの意見があり、昨年は時間的に無理なために今年度に持越し議案となった。従来通り「抄録集」に委任状を折り込むのか、葉書で会員に送付し回収する方法か検討して頂きたい。葉書にすると地域理事の負担は軽減されるが、回収方法・回収率が把握出来にくい問題がある。
小田常任理事：葉書にすると経費が4万円くらいではなかったかと思う。抄録集に折り込むには来年2月頃には取り掛かる必要がある。
山内会長：葉書にすると、決算・予算等の総会資料を早めに掲示する必要が出てくるが、時間的に間に合うのか。
齋藤常任理事：日程的にかなり厳しい。
小田常任理事：総会資料はホームページへの掲載しか方法がないと思う。
山内会長：理事会にて審議する。
５、平成27年度、奨励賞・功労賞候補者について
　　山内会長：表彰委員会より奨励賞・功労賞候補者が決まった。別紙を参照していただきたい。
　　堀常任理事：選定するに当たり、基準となるデータベースが必要である。林委員が中心となり、データベースをポイント表示で作成して頂いている。これに準じて該当者を選任したい。
　　山内会長：該当者の選任後、順番もよく検討して頂きたい。
　　堀常任理事：今後続ける予定であれば、資金不足が考えられるため資金面等も検討していく必要がある。
　　
６、平成26年度やまぐち元気フェアについて
　　堀常任理事：平成26年度の元気フェアが柳井市のバタフライアリーナで開催される。当日参加者は22名　準備が田熊会員・坂井会員　前日準備が7名+αで行う予定である。前日宿泊は、4部屋確保している。レイアウト等今回は広く使用できるので資料を参考に検討をお願いしたい。
　　山内会長：「ちょるる」のピンバッチを持参し配ることにする。
堀常任理事：決定ではないが来年の元気フェアは、ねんりんピックが山口県で開催される時に合わせて行うことになる。日程は平成27年10月17日（土）～19日（月）の3日間に元気フェアを行う予定になっている。3日間通じて出展してほしいとの要望であったが、出展に際し意向調査がきており17日（土）～18日（日）は出展可能として提出した。来場者が一日あたり3万人～4万人を予定しているようだ。
山内会長：19日が平日なので理事が出る事が可能であれば出展したいが、次回の理事会で検討したい。
７、後援依頼について
　　齋藤常任理事：下関乳腺カンファレンス・山口ＣＴ　ＵＰＤＡＴＥ　seminar ・大塚ゼミ後援依頼がきている。理事会にて採決をおこなう。
８、来年度の女性サミット担当者について
　　山内会長：来年度の担当者は近沢　苑会員（山口大学）サブ担当者は兼廣敦子会員に引き続きお願いした。
年１回JARTで開催される会議の交通費：１名分はJARTから支給（会議出席は各県から１名）、また、サミット開催では会場費：５万円が支給される。中四国の女性サミットの名称は「CS9」と決定し、中四国フォーラムに合わせて開催する。従ってCSFRT開催県の担当者がCS9の開催責任者（地区代表）となる。但しサミットを開催しても担当者に交通費の支給は無い。サミット開催までの会議費は、各県負担となる。中四国協議会からの会議費支給も検討されている。会議は年１回、岡山県か香川県で交互に開催される。なお、CS9は来年度からCSFRT会期中に時間枠を取って実施される。
９、全国診療放射線技師会学術大会、山口県開催について
　　山内会長：開催地は平成27年：京都、平成28年：岐阜、平成29年：北海道になっている。山口県は今までおこなっていない為、中国地方に回った場合山口県で行うことになる。行うのであれば平成30年・平成32年・平成33年になる。できるだけ早い時期の4年後、H30年に行いたいと思っている。全員の協力をお願いする。
　　　　
報告事項
（1）放射線物理士の国家資格について
　山内会長：全国６団体協議で医学放射線学会より、医学物理士の資格を国家資格に移行したいとの要望があり、JARTは反対の意思表示をした。その後、9月20日開催の会長会議で各県の意見がアンケート調査された。山口県は　条件付で賛成の返答を返した。
条件
１、診療放射線技師有資格者の受験資格

２、理工系出身者には受験資格に専門施設での2年以上の臨床研修経験

３、医学物理士としての職務内容（人体への照射の有無）および責任の明確化

（2）静脈注射抜針講習会について
　山内会長：静脈注射の抜針は、来年の4月から法制化され、厚労省より講習内容を追加するように指示された。また、「造影剤の血管内投与に関する業務」「下部消化管検査に関する業務」「画像誘導放射線治療に関する業務」は、来年度から学校教育のカリキュラムに取りいれられ、すでに就職している人は、臨床でこれらの業務に携わっていなくても、全ての講義を履修しなければいけない事となった。従って、来年度よりJARTが「全国統一講習会」を実施する。但し、これらの講習は、実技がある関係上、一度に多人数の受講が難しい事から、来年4月から実施される統一講習会（静脈注射、注腸X線検査）の受講者は、既受講者を優先して実施する。12月末までに講習会に必要なテキストを作成する。また、注腸X線検査の講習会実習指導者の確保ができるまで、講習会の回数を制限せざるをえない状況にあるが、できるだけ早い時期に地域に委譲する。
（3）山口乳腺画像研究会からの要望について
山内会長：高山会員より共催メーカーの動向から山口乳腺画像研究会は休会の可能性が出てきた。そこで、県からの胃がん部会のような補助金がもらえるようにならないか検討のお願いがあった。
山内会長：県の担当者に連絡し、「乳がん部会」にも「胃癌部会講習会」のような補助金を県で検討頂けないかを聞いてみたが、乳がんについては、現在、国より助成が出ているので、それ以上の助成は難しいとの返答があった。
来年度から山口乳腺画像研究会が休会となるのであれば、定期講習会の中身を現在よりも充実させるように持っていく事が現実的と思うと回答した。
三輪副会長：部会にしてはどうか。
山内会長：理事会で検討する。
その他
・中四国協議会代表：北川（広島）、副代表：茂木（愛媛）
　　　　　　総会運営委員：濱田（香川）、選挙管理委員：高知県の理事、代議員以外の会員
・来年度の会長会議は、5月30日（土）香川県で開催
・中四国ブロックの災害対策委員は愛媛県の大下友昭会員が推薦された。
・来年度のJART基礎講習：山口県は「CT検査」を6月末に開催予定
・平成27年1月17日に愛媛県の60周年記念式典、2月7日に高知県の60周年記念式典が開催予定。
　　　　　　　　　　
　一般社団法人山口県診療放射線技師会　平成26年度　第2回常任理事会
議事録作成人　齋藤康博　
代表議事録署名人常任理事　堀　健司
小田真一郎
